
令和５年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」における課題が『握力』であった。そのため、体育科の準備運動で、上り棒を
登る運動を取り入れたり、握る活動を取り入れたりと工夫を行ってきた。その成果が令和６年度「全国体力・運動能力、運動習慣等
調査」における握力の結果へとつながった。また、握力だけでなく、体育科において運動量を確保することを意識した授業づくりに
取り組んだり、体力強化月間を設定し、体育部中心に縄跳び集会やドッジボール集会等に取り組んだりしてきた。しかし、体力合計
点や『上体おこし』『立ち幅跳び』の結果をみると、それらの取り組みの成果はまだ実を結んでいるとは言えない。そのため、これか
らも体力を高める実践や取り組みを継続して行っていくことが必要である。

①縦割り班活動
本校の一番の特色である縦割り班活動は、１年生から６年生までの全員を縦割りで４色（黄・青・緑・橙）のチームに

して班を分け、異学年の交流を図るために毎年実施してきました。赤白帽の頭の部分に色布を縫い付け、何色の班なの
かが一目で分かるようにしてあり、普段から縦割りを意識できるようにしています。

木曜日の児童集会では、集会委員会を中心に縦割り班で集まってゲームや取り組みを行っています。各学年で遊びのお
店を企画し楽しむ「おりおのフェスティバル」や全校遠足「ハッピーレクレーション」でも、この縦割り班で活動します。

②学校行事
 6 月　おりおのフェスティバル
11月　修学旅行
 3 月　卒業生を送る会

 ５月　春の遠足
10月　運動会
 ２月　作品展

 ４月　　　１年生を迎える会
 ９月　　　 林間学習　全校遠足（ハッピーレクリエーション）
12月・1月　ドッジボール・大縄・マラソン大会

【安全・安心な教育の推進】
●小学校学力経年調査における「学校にいくのは楽しいと思いますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を８5％
以上にする。

●小学校学力経年調査における「自分には、よいところがあると思いますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を
７７％以上にする。

●小学校学力経年調査における「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を
９６％以上にする。

●年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。
【未来を切り拓く学力・体力の向上】
●小学校学力経年調査における、国語の平均正答率の対全国比を、同一母集団において経年的に比較し、いずれの学年
も前年度より４ポイント向上させる。

●小学校学力経年調査における「学級の友達との話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることがで
きていますか」に対して、最も肯定的な「当てはまる」と回答する児童の割合を３５％以上にする。

●小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツすることが好きですか」に対して、最も肯定
的な「好き」と回答する児童の割合を６２．６％以上にする。

【学びを支える教育環境の充実】
●授業日において、児童の８割以上が学習用端末を活用した日数が、年間授業日の８０％以上にする。［ただし、事務局
が定める学校行事等ICT活用が適さない日数を除く］

●第２期「学校園における働き方改革プラン」に掲げる教員の勤務時間の上限に関する基準１を満たす教職員の割合を
５６．４％以上にする。

●本市調査における、「学校図書館貸出冊数（児童１人当たりの年間貸出冊数）」を１２冊以上にする。

遠足 作品展 修学旅行

１年生を迎える会 おりおのフェスティバル 運動会

林間学習

心豊かに、たくましく生き抜く子どもを育てる

遠里小野は「住吉の遠里小野の真榛もち摺れる衣の盛りすぎ去く」と歌われる万葉由来の伝説・文化があふれる地域で、遠里小野
小学校は今年創立88年を迎えます。学校の南側には大和川が流れ、すぐ西には熊野街道が通っています。校区は落ち着いた静かな
住宅地で、登下校の見守り活動をはじめ学校図書館ボランティア活動など、保護者や地域の方々にしっかりと支えられて、子ども
たちは穏やかに学校生活を送っています。また学校は、地域の方々が心豊かに楽しく学び、生きがいを創造する生涯学習や学校
体育施設開放による人々の交流の場としても活用されています。
本校の一番の特徴は、縦割りの異学年交流です。１年生から６年生までの全員を縦割りで４色のチームにして、それを班に分け、
全校遠足や児童集会で縦割り班として活動します。上級生は年長としての自覚をしっかりと持ち、チームをまとめることや模範と
なることの大切さを学び、下級生は先生や保護者以外の身近なお兄さん・お姉さんから集団生活のルールを学びます。
また、地域の方々の大きな応援を得て、運動場を全面芝生化していただき11年目となりました。校庭の芝生化によって、児童の
身体能力の向上や健康に効果が発揮されること、また夏の気温の上昇を抑え、ストレス反応を軽減させるとの研究調査の結果があ
り、子どもたちは一年を通してのびのびと運動に取り組むことができます。

（令和７年５月１日現在）
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【種目別平均値】
項目 握力（kg） 上体起こし（回数） 長座体前屈（cm） 反復横跳び（回数） 20ｍシャトルラン（回数） 50ｍ走（秒） 立ち幅とび（㎝）ボール投げ（ｍ）体力合計点（点）

男子 17.00 18.00 29.50 37.20 45.60 136.40 23.40 49.30
女子 17.20 17.60 38.80 40.50 44.70

10.20
 9.70 139.00 15.00 55.80

【平均正答率（％）】
国語 算数
65 62


